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研究成果の概要（和文）：自閉症スペクトラム症(ASD)児とその養育者への新しい支援方法としての適用を目的
に、アタッチメントに視点をおいた「安心感の輪」子育てプログラム(COSP)の有効性を非ランダム化対照比較に
より検証した。合計60組の親子が本研究に参加した。効果検証は介入前、終了6ヶ月後、終了12カ月後の質問紙
調査の結果を分析した。介入終了6ヶ月後の調査結果からは、COSPによる介入がASD児の母親の育児効力感を高
め、精神健康度を改善し、わが子の行動に関する主観的な困難感を低減しうることが示唆された。その効果は介
入終了1年後も持続することを検証した。これらの結果を国際誌、および国内外の学会に発表した。

研究成果の概要（英文）：Caregivers of children with ASD often face difficulties in responding 
appropriately to their needs, who typically express attachment in distinct and nonconventional ways.
 Circle of Security Parenting (COSP) is designed to increase caregivers’ sensitivity to their 
children’s attachment needs. The aim of this study was to verify the effectiveness of COSP in 
mothers of children with ASD through a non-randomized control trial. We conducted assessments before
 the intervention, at six-month, and at one-year post-intervention to evaluate the outcomes of the 
intervention. The result indicated COSP effectively improved parenting self-efficacy and mental 
health while reducing difficulties related to children’s behaviors in mothers of children with ASD.
 These improvements were maintained at the one-year post-intervention follow-up. Our findings 
provide support for the effectiveness of attachment-based program for mothers of children with ASD. 

研究分野： 臨床心理学

キーワード： アタッチメント　自閉スペクトラム症　親子関係支援　「安心感の輪」子育てプログラム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、アタッチメント理論に基づくCOSPがASD児親子に対して有効であることを実証した点にある。
これにより既存のASD支援に加え、新たな早期介入や家族支援の方法として提案することが可能となり、支援の
質や彼らの生活の質の向上、より健全な発達を支援できる可能性を示すことができた。さらに、本研究の対照比
較検証の結果は、欧米で開発されたCOSPが日本でも有効であることを支持し、アタッチメント介入が国を超えて
有効であることを示すエビデンスを提供することとなった。またアタッチメント介入に関する知見を提供したこ
とは、日本の将来のアタッチメント研究やASD研究において価値のある基礎資料となり得る。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

子どもの健全な発達には安定したアタッチメントの形成が重要である[1]。社会的コミュニケ

ーションに障害を抱える自閉スペクトラム症(以下 ASD)児は、その特異的な対人反応の様式から

アタッチメントを欲していないように受けとられがちだが、実際には養育者との間に安定した

アタッチメントを形成することが可能である[2]。しかしその割合は非 ASD 児よりも低い[3]。 

ASD児の安定したアタッチメント形成を阻害するリスク因子として、ASD児の知的な遅れやASD

症状の程度[4]、養育者の敏感性や洞察性の問題[5,6]、診断後の養育者の葛藤[7] 、養育者の育

児ストレスやメンタルヘルスの問題[8]が報告されている。それらの影響によって安心感の獲得

が阻まれると、恐れや不安からの心身の調整が困難になり、ASD 児の健全な発達に悪影響が及ぶ。 

頼れる存在に接近することで安心感を得るアタッチメントは、すべての子どもの心の発達に

必須の要素である。しかしながら、これまで ASD 児への臨床的支援は障害特性の理解に主眼を置

いた心理教育を中心に展開されてきており、ASD 児のアタッチメント欲求について十分に対応さ

れていなかった。従って、ASD 児には親子双方への関係性を重視した支援が必要である。 

親子の関係性を重視したアプローチの一つに、Circle of Security Parenting がある[9]。こ

れは、子どものアタッチメント行動への養育者の敏感性を高めることを目指した心理教育プロ

グラムである。欧米では、シングル、貧困層、産後鬱の母親など、不安定なアタッチメント形成

への高リスク群を対象に実践されており、子どものアタッチメントの改善、行動や情緒の問題の

改善[10]、養育者のうつ症状、養育効力感の改善[11]といった有効性が報告されている。我が国

においては、Circle of Security Parenting は日本語版である「安心感の輪」子育てプログラ

ムとして紹介されており[12]、日本人親子に対する有効性も検証されている[13]。しかしながら、

本プログラムの ASD 児を対象とした実践の有効性は判っていなかった。 

そこで、ASD 支援の新しいアプローチとして、定型発達児向けに開発された「安心感の輪」子

育てプログラム（以下、COSP）をベースに、これまで見過ごされがちであった ASD 児のアタッチ

メント欲求に着目した新しい親子関係支援の方法を検討した。 

 

２．研究の目的 

1） COSP を ASD 児の養育者に実施する。母親の育児効力感、母親の精神症状、子どもの情緒や

行動の問題について、プログラム終了後１年間まで追跡調査を行い、アタッチメント理論

に焦点を当てた親子関係改善への有効性を明らかにする。 

2） ASD 児親子の関係性支援へのアタッチメント理論に基づいたアプローチの有効性をより高

めるための具体的な支援方法を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

1） 研究デザイン：非ランダム化対照比較デザイン 

2） 対象：4〜12 歳の ASD 児の母親 60名（介入群 20 名、対照群 40名）。募集は介入群と調査の

み参加の対照群を独立して行った。対照群については子どもの各年齢層の人数構成、男女

比、発達・知的水準、通院有無の 4点が介入群と近似するよう対象を選抜した。 

3） プログラム実施：介入群には COSP（各 90 分/8 週間）をグループ形式（4〜6 名）で実施し

た。対象が多様な状態像を示す ASD 児であることから、個別に事前アセスメントを実施し、

親子の相互作用の観察、および母親へ面接によって親子が抱えるアタッチメント形成の課

題を見立て、支援計画を立てた。また、COSP 内容の日常生活への汎化への支援の必要性を

考慮し、プログラム終了後 1 ヶ月、6 ヶ月、12 ヶ月に 3 回のフォローアップセッションを



実施した。ここではわが子の欲求への気づき、対応の工夫、困難さを報告し合う場とした。 

4） 効果測定：COSP は養育者に働きかけるプログラムであることから、本研究では母親の主観

的な変化を評価することとした。母親に関しては養育態度や精神健康上の問題の変化、子

どもに関しては母親の視点からのわが子の情緒と行動の問題の改善に着目した質問紙調査

を行った。使用した尺度は、母親の育児効力感; Tool to Measure Parenting Self-Efficacy

（TOPSE）、精神症状; GHQ30(GHQ)、母親の視点から評価した子どもの情緒や行動の問題; 子

どもの行動チェックリスト（CBCL）である。介入群には 1回目 COSP セッションの直前（Time 

1：以降、T1）、および COSP 終了 6ヶ月後（T2）、COSP 終了 12 ヶ月後（T3）に、郵送にて調

査を依頼し回収した。対照群に対しても介入群と同じ質問紙を用い、同時期に調査を行っ

た。回収率は 100％であった。 

5） 分析方法： 各尺度の得点を共分散分析（ANCOVA）によって比較した。 

6） 倫理的配慮： 本研究は研究責任者の所属機関の倫理審査委員会の承認を受けて実施した。 

 

４． 研究成果 

1） 結果 

① 研究参加者：研究参加者の T1 における性別と年齢について、表 1にまとめた。介入群

の参加児童の平均年齢は 7.3 歳、対照群は 7.5 歳であった。男女構成は、介入群は男

児 15 人（75％）、女児 5人（25％）、対照群は男児 31人（77.5％）、女児 9人（22.5％）

であった。性別、年齢、通院、療育、薬物治療など、両群の間にここに示す複数の特

性に有意な相違が見られないことを確認した。母親の平均年齢は介入群では 40.6 歳、

対照群では 39.1 歳であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 効果検証：TOPSE 総合得点、GHQ 総合得点、CBCL 総合 T得点のいずれも、群間・時期間

の交互作用の有意性を示した（表２）。各測定結果の群内比較をみると、TOPSE 総合得

点では介入群にのみ T1-T2、T1-T3 間で改善が認められた。GHQ 総合得点の群内比較に

関しては、T1-T2 間で介入群に改善が見られ、対照群では悪化が認められた。介入群の

改善は T1-T3 間でも認められた。CBCL 総合得点の群内比較に関しては、T1-T2、T1-T3

間いずれにおいても介入群に改善を認めた。内向 T 得点においても両期間にわたり介

入群に改善が認められた。 

 

 

 

 

　表 1. 参加者の年齢、性別、治療的介入

Number ( % ) Number ( % )

対象児

    　性別 男 15 ( 75.0 ) 31 ( 77.5 )

女 5 ( 25.0 ) 9 ( 22.5 )

7.3 ( 2.40 ) 7.5 ( 2.12 )

13 ( 65.0 ) 29 ( 72.5 )

　　療育 17 ( 85.0 ) 33 ( 82.5 )

　　薬物治療 2 ( 10.0 ) 5 ( 12.5 )

母親

　　年齢 40.6 ( 4.32 ) 39.1 ( 4.86 )

介入群 (n  = 20) 対照群(n = 40)

　　通院

   　年齢



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2） 考察 

① COSP は ASD 児の母親の養育効力感を高め、精神健康度を維持しつつ、わが子の行動と

情緒の問題の改善の実感をもたらし、その効果は介入終了１年後においても持続する

ことが確認できた。この結果は、ASD 児のアタッチメント欲求に対する養育者の敏感

性を高める支援法の有効性を支持しており、今後の ASD 児への早期介入の有効性を支

持する知見を得ることができた。 

② 介入終了後 6 ヶ月時の調査で、母親の精神健康度が介入群は改善、対照群ではむしろ

悪化した。この結果は、ASD 児に対する通院、療育などのケアに加え、その養育者のメ

ンタルヘルスを支える子育て支援が必要であることも示唆している。 

③ COSPを ASD児と養育者に適用する際にオリジナル COSPに追加した独自の取り組みは、

効果に影響を与える重要な要因となったことが考えられる。第一に、事前アセスメン

トを実施したことにより、支援者が親子の実態を把握でき、各セッションの内容を個々

の実態に結びつけて解説したり、養育者の語りを共感的に聴いたりすることができた。

第二にプログラム終了後のフォローアップの実施は、プログラム終了後も支援者を安

全基地として再確認することにつながり、養育者としての自律的な成長を促したと考

えられる。COSP の本質的な内容を変えなくてもこれらの工夫によって ASD 児親子への

効果的な実践が可能であるという示唆は、今後の臨床実践において重要である。 

④ 実際の関わりが改善し子どものアタッチメント安定性を高める効果があること、それ

が子どもの発達促進につながることを検証すること、およびより広範な実施にむけて

効果を高めるための実施方法、既存の支援プログラムとどのように関連づけるか検討

することが今後の課題である。 
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